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高速液体ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー に よ る排 ガ ス 及 び熱分 解

ガ ス 中の ク囗 ロ フ ェ ノ ー ル 類の 定量

西川治光e
，加藤邦夫，早川 友邦

＊

，酒 井忠雄
＊＊

（1989年 U 月 18R 受 理 ）

　排 ガ ス 及 び 熱 分 解 ガ ス 中の 9 種 類 の ク ロ ロ フ ェ ノ ー
ル 類 を HPLC に よ っ て 迅速 に 定量 す る 方法を検

討 し た．試料 ガ ス を II／min の 流量 で 1％ 水酸化ナ トリ ウ ム 溶液 IOm 】 に 通 気 し，ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル

類を捕集す る．捕集液を pH 　3 に 調節 し た後，　 Sep−Pak　CiS に 通 し て メ タ ノ
ー

ル 2ml で 溶出す る．溶

出液 を減圧 気化 させ た後，メ タ ノ
ー

ル ／水 （1 ： 1）溶媒 2ml を加 え る ．こ の 液をメ ン ブラ ン フ ィ ル ター

で 瀕過 し た 後 ，
HPLC で 分 析 す る，本法 に お け る ク ロ ロ フ ェ ノール 類 の 捕集効率 は ほ ぼ 100％ で あ り，

試料ガ ス 401 の 場合の 定 量 限界 は o．2〜1，0ppb （v ／v ）で あ っ た．本法 を焼却 炉 排 ガ ス 及 び 塩 素系 ポ リ

マ
ー
熱 分 解 ガ ス 中の ク ロ ロ フ コ．ノール 類の 定量 に応用 し ， 実用性を確 認 し た．

1 緒 言

　塩素系 プ ラ ス チ ッ ク 廃棄物 や ， 塩素系廃溶剤 な どの 焼

却処理に 際 し，熱的変換反応 に よる 新 た な有害塩素化合

物 の 生成が 懸念 され で お り，ク ロ ロ ベ ン ゼ ン 類 ，ク ロ ロ

ス チ レ ン 類，低級塩素化合物 な ど の 発生 も報告 され て い

る
t）
− 3 ）．ク ロ ロ フ ェ ノ

ー
ル 類 も こ う した 熱的変換反応

生成物の
一．

つ で あ り，燃焼条件 に よ っ て は
，

ク ロ ロ ベ ン

ゼ ン 類 か ら 更 に 有害 な ポ リ 塩化 ジ ベ ン ゾ ジ オ キ シ ン

（PGDD ）が 生成 され る 際の 中問生成物 と考 え ら れ て い

る
4 ｝
− 6）．従 っ て ，ク ロ ロ フ ェ ノ

ー
ル 類生成条件 や生成

実態の 把握 は
，

ク ロ ロ ベ ン ゼ ン 類の 生 成実 態 の 把握 と 共

に，PCDD な ど の 有害塩素化合物 の 低減化対策 を 講 ず

る う え で も重要な 意味 を持つ もの と考え ら れ る ．

　 ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類の 分析法 に つ い て は ，水質試料 で

は GC 又 は GC ／MS に よ る 方法
7广 lo ）や，　 HPLC に よ

る 方法
11）
− 13｝が 報告さ れ て い る が ，排 ガ ス 又 は 熱分解 ガ

ス 試 料 で は，GC 又 は GC ／MS に よ る 報告例
「− ls 〕が あ

る も の の HPLC 法 に つ い て は ほ と ん ど 見受 け ら れ な

い ．GC 一電 子捕 獲 検出 （ECD ）法 は 付加 し た 塩 素数 に

よ っ て 感 度 が 大 き く な り，3〜5 塩 素 化 物 で は 高 感 度 検

出が 可 能 で あ る が，1 塩素化物で は 3− 5 塩素化物 の 感

度 の 102 〜103分 の 1程度 と 低感度 で あ る．GCIMS 法 は

選 択的 で 高感度分 析 が 可 能 で あ る が ，は ん 用 的 と は 言い

＊
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難 い ．水質試料 に つ い て 行 っ た Pealiniの HPLG 法
］1）の 前

処 理 方 法 で は ，ジ ク ロ ロ メ タ ン で 抽出を繰 り返 し た 後 ，

更 に イ オ ン 対試薬を加 え て 4 囘抽出 し，全抽出液 を合

わ せ て い る た め，操作 が煩雑で 抽出液量 も多量 とな る．

そ こ で ，本報 告 で は Peal孟ni の 方 法 の 前処 理 操作 を 改良

し て 迅 速化 し ， 排ガ ス 及 び熱 分解 ガ ス 中の ク ロ ロ フ ェ

ノ
ー

ル 類 の 定量 に応用 して はん 用 的 で 簡便 な測定方法 を

検 討 し た ．本法 の 改良点 は，捕 集 液 を pH 調 整 し た

後 ，
Sep−1⊃ak 　C

］s カ ー ト リ ッ ジ を 用 い て 1 操作 で 目的物

質 を分離 ・濃縮 し
， 前処理操作が 極 め て 簡便か つ 迅 速 に

な っ た 点 で あ る．又 ， GC 又 は GC ／MS 法 で は誘導体

化 し な い 場合 GC 分析時間 が 40 分 程度必 要 で あ り，誘

導休化法 で は GC 分析時間 は 短 い も の の 誘導体化 に 時

間が か か る ．本法で は 誘導体化 を必 要 と せ ず，前 処 理 操

作 も簡単 で あ り，か つ ，HPLC 分析時 間 も約 20 分 と短

い な ど，迅速性，簡便性 の 面で 利点がある ．本法 は，試

料 ガ ス 中 の ppb レ ベ ル の ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類 を

GG −ECD 法 の よ う な 大 き な 感度差 な し に
， 又 ， 迅 速 に

定量 で き，実用性 が 高 い 方法 と考 え られ る の で 報告 す

る，更 に，塩 素系ポ リマ
ー

の 熱分解温度 に よ る ク ロ ロ フ

ェ ノ ー
ル 類 の 生 成 状況 の 違 い や ，焼却場排 ガ ス 中の ク ロ

ロ フ ェ ノー
ル 類 の 測定 も行 っ たの で 併 せ て 報告 す る．

2 実 験

　2・1 試 薬

　ク ロ ロ フ J一ノー
ル 類は ナ カ ラ イテ ス ク 製特級品 を用 い

た．メ タ ノ ール 及 び ア セ トン は キ シ ダ化 学 製の 高速 液体
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ク ロ マ トグ ラ フ用を用 い た．又 ， Sep−Pak　CLa カ
ー

トリ

ッ ジは ウ ォ
ー

タ
ーズ製を用 い た．

　吸 収液 は 1％ 水酸化 ナ トリ ウ ム 溶液 を 用 い た．

　 2・2　装置及び測定条件

　 捕集装置 は 岐 阜愛知電気製 エ ア
ー

サ ン プ ラー GA −2

型 を 用 い ，吸収瓶 は 容量 30　ml の ボー
ル フ ィ ル タ

ー
付

き褐色 イン ピ ン ジ ャ
ーを用 い た．

　高速 液 体 ク ロ マ トグ ラ フ は ボ ン プ が 日 本 分光製

880−PU 型 ， 検出器 が 同社製 870−UV 型 を 用 い ，検 出

波 長 は 280nm で あ る．カ ラ ム は Fincpak　SIL　CtaS

（4．6mmi ，d．× 15cm ）で あ り，カ ラ ム 温 度 は 40℃ と し

た ．移動相 は メ タ ノ ール ／水 （1 ； 1）で あ り，流量 は l

m ゾmin と し た．

　2・S　捕集及び 定量方法

　試料 ガ ス の 捕集 は ，吸収液 10ml をイ ン ピ ン ジ ャ
ー

に 入 れ ，11／min の 流 量 で 10 − ’401 通 気 す る ．捕集 液 を

3M 硫酸 で pH 　3 と し，こ の 液を注射器 を用 い て Sep−

Pak　C
］s カー

トリッ ジ に 通 し て ク ロ ロ フ J一ノ
ー

ル 類 を保

持 させ る．別 の 注 射器 で メ タ ノ
ー

ル 2m 正を こ め カ
ート

リ ッ ジ に 通 し ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類 を溶 出 させ た 後，ロ ー、

タ リーエ バ ボ レ
ーター

で 溶媒 を揮散 させ 筍．残留物 に メ

タ ノ
ー

ル ／水 （1 ：
・1）混合液を 2ml 加え，0．45 μm メ ン

ブ ラ ン フ ィ ル ター
で 泝 過 し た後，HPLC 装 置 に 注 入 し

て，あ らか じめ作成 した検量 線 か ら各ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル

を定量 す る。な お，イ ン ジ ェ ク ター
ル
ープ容量 は 20 μ1

で あ OP　r
ピーク は 保持時間 及 び検出波長 280　nm に お け

る ピーク高さ と 254　nm に お け る ピーク高さの 比 に よ っ

て 同定 し た，

3 結果及び考察

　3 ・ 1　捕 集 方 法 の 検討 と捕集効率

JIS　Koos6i6 ）
で は，吸収液 と し て o．4％ 水酸化ナ トリ

ウ ム 溶液 を使用 し て い る が，本法 の よ う に 試料 ガ ス を

10− 401 吸引 す る場合，0．4 ％ 水酸化 ナ トリ ウ ム 10ml で

は 排 ガ ス 又 は 塩素系ポ リマ ー
熱分解 ガ ス 中の 多量 の 塩化

水素 に よ っ て 吸 収液 の pH が 著 し く低下 し，目的物質

の 捕集 に 好 ま し く な い こ と が 予 備試験 で 明 ら か と な っ

た ．そ こ で
， 水酸化ナ トリウ ム 溶液濃度 を高く して 検討

し た と こ ろ，1％ 以上 の 溶液 を 10ml 用い れ ば捕集時 に

ア ル カ リ性 を保持 で き る こ と が 分 か っ たの で ，本法 で は

吸収液 と し て 1％ 水酸化ナ トリ ウ ム 溶液 10m ｝を使用

す る こ と と し，ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類 の 捕集効率 を 次の よ

う に し て 求 め た ．

　Fig．1 の よ うに 捕集効率測定の た め の 装置 を組立 て
，

図の V に ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類 の 標準液を
一
定暈添加 ，

加熱気化 さ せ た 後，そ の ガ ス を 吸 収液 が 人 っ た 直列 2

連の イ ン ピ ン ジ ャ
ー

で 捕集 し た．Table　 l に そ の 結果 を

示 し た が，添加気化 させ た ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類 の 第 1

alr →

V

A H 1’r　　 I2 S

Fig・l　 Experimcntal　apParatus 丘br　measurement 　ot
廟

　　　 collcct ｝on 　ef匠ciency

　　　 A ： activated 　 carbonl 　 II＆ 【
？

； impingcr； H ：

　　　 heater；V ：vaporizing 　bo［tle；S ：gas　sampler

Tablc　 l　Collection　efflciencies 　of 　chiorophenols

Compound Added ／gしg
Found／pg （Rccovery1％）

First（Cl） Second （C2）

　 Collection
emciency （E ，％）

†

o −Chlorophenol

P−Chiorophcnol
η z−Ch 且orophenol

2，6−Dichlorophenol
2，5−Dichlorophenol
3，4−Dichlorophenol
3，5−Dichlorophenol
2，4，6−Trichlorophenol
2，4，5・TrichlorophcnoE

14．233
．020
．819
．032
．42s
． 

22．08
．Ol9
．0

且4．6 （103）

30．0（　91）

18．7（　90｝

19．6（103）
31，1（　96）

19．1（　83）
ig，1（　87）
8．0（100）
18．8（　99）

0 （0）

0．3（1）
0．2（1）
0（0）
0（0＞
o（o）
0（0）
0（0｝
0（0）

10099991

   

1001001001

 olOO

†E 罵［（Cl
− C2）／Cl］× 100（％），　 Collection　flow　rate ： ll／min ；Collection　timc ： 10min
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Tablc　2　Recovery 　of 　chloropheno 】s　f｝om 　Sep−Pak　C　ts　cartridge

Recovery
，
％

Aqueous 　solu しion
　 　 　 　 Eiuent

pH 　5、8Methanol 　pH 　3Me

しhanol

　

・臨 　 濕 r
o−〔】hlorophen  1　　　　　　　　　　　　　　99

かChl・ r ・phen ・l　 　 　 　 　 lOO
m −Chlorophcnol 　 　 　 　 　 38
2，6−Dichlorophcnol　　　　　　　　 72
2，5−Dichiorophenol　　　　　　　　 93
3，4−Dichlor  phcnol　　　　　　　　 9盈

3，5−Dlchlorophenol　　　　　　　　 94
2冫4，6−

「
rrich監oropllenol 　　　　　　　　　　75

2，
4・，5−Trichlorophenol　　　　　　　 94

981041

  3981011029999101

96102go838188857892 290967048798558868

連 イ ン ピ ン ジ ャ
ーに お け る 回収率 は 83− 103％ で あ

り，

Tablc　3　Dctermination　limit（D 正、）of 　chlorophenols

E；［〔Ci− C2）／Ci］× 10  　 （％ 1
Chlorophenol DL ／ngDL

　in　40−l
samplc 　gas ，

　 ppb

か ら 求め た 第 1連 イン ピ ン ジ ャ
ー

の 捕集効率 は 99％ 以

上 で あ っ た．た だ し，E ：捕集効率，　 CL ：第 1 運 イ ン ピ

ン ジ ャ
ーの 回 収 量 ，C2 ：第 2 連 イ ン ピ ン ジ ャ

ー
の 回収

量 で あ る，従 っ て ， 本法 で 設定 した捕集条件 で ガ ス 中の

ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類 を十分 捕集で き る こ とが 分 か っ た ．

　3・2　Sep−Pnk　CiS に よ る回収率

　ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類 は そ の 解離性 の た め，通常の 溶媒

抽出 で は 抽 出 し に く く，イオ ン 対抽出 m に よ っ て も

3〜4 回 の 繰 り 返 し抽出が 必要 とな る，そ こ で，本法 で

は ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類 の 濃縮 と ク リー
ン ア ッ プの た め，

Sep−Pak 　Cia カートリ ッ ジ を使用 す る こ と と し，そ の 使

用 条件を検討 した．

　Table　2 に 種 々 の 条件に お け る 回収率 を示し た が，こ

れ よ り，捕集液 を pH 　3 に し て 解離を抑制 し，　 Sep−Pak

Cla カー
トリ ッ ジ に 保持 させ た 後 ， 極性溶媒の メ タ ノー

ル に よっ て 溶出 さ せ る 方法が 最も回収率 が 高 い こ とが分

か っ た．

　3 ・3　共存成分 の影響

　排 ガ ス 又 は熱分 解 ガ ス 中の 共存成分 の うち，ク ロ ロ ベ

ン ゼ ン 類や フ ェ ノ
ー

ル，ク レ ゾ ール 類 の 妨 害 が懸 念 され

た の で そ れ ら の 影響 を調 べ た ，こ の う ち ，
ク ロ ロ ベ ン ゼ

ン 類 （ク ロ ロ ベ ン ゼ ン，ジク ロ ロ ベ ン ゼ ン，トリク ロ ロ

ベ ン ゼ ン
， テ トラ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン ，ペ ン タ ク ロ ロ ベ ン ゼ

ン 及 び ヘ キサ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン ）40− 60 μg を 添 加 し，

2・3 の 操作 に 従 っ て，HPLC で 分析 し た と こ ろ ， 本測定

o−Chlorophenol
P−Chlorophcnol
m −Ghlor・phcnel
2，6−Dichlorophcnol
2，5−Dichlorophenol
3

，
4−Dichlorophenol

3，5−D｛chiorophenol

2，4，6−Trichlorophenol
2，4｝

5−Trjch］orophenol

o．31
．51
．30
．70
．61
．52
．33
．23
．3

0．20
．70
．60
．30
．20
，50
．80
．9LO

条件 で は ほ と ん ど ピークが 出現 せ ず，ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル

類 の 分析 に 全 く影響 が な い こ と が 分 か っ た ．フ ェ ノ
ー

ル ，ク レ ゾー
ル 類 に つ い て は フ ェ ノ ール ，m 一及 び か ク

レ ゾー
ル の ピー

ク は 影饗 しな い が ， o一ク レゾー
ル の ピー

ク が e一ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル の ピー
ク とほ ぼ 重 な り，．o一ク レ

ゾー
ル が 共存 す る 場合 は o 一ク ロ ロ フ ェ ノ ール の 定量 を

妨害 す る。

　そ の 他の 置換 ベ ン ゼ ン類 に つ い て は，紫外吸収 ス ペ ク

トル の 第 2 吸 収帯の 極大吸収 が 250− 270　nm 付近 の も

の が 多 く
， 検出波長 280　nm で は こ れ ら の 物質の 影響 は

比較的少 な い もの と思 わ れ る．

　 な お，か ら試験液の ピー
ク は 280　nm に お い て は ほ と

ん ど な く，そ の 影響 はな か っ た ．

　3吸 　定量限界及び精度

　 ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類 の 定量 限 界 を Tablc　 3 に 示 す

が，本 法 で は 試 料 ガ ス 中 の 0．2− 1．O　ppb 〔v ／v ） の ク ロ

ロ フ ェ ノ
ー

ル 類の 定量 が 可 能 で あ っ た．
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　又 ，本法 に お け る標準溶液の 分析精度 は 5 回 の 繰 り

返 し実 験 の 柑 対 標 準 偏 差 で 2，6一ジ ク ロ ロ フ ェ ノ ール

（9，5 μg／ml ） の 1．8％ か ら 3，5一ジ ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル

（1L曝 g／m1 ）の 5．1％ の 範囲で あ っ た．

　3 ・6　熱分 解ガ ス 及び排ガ ス 中の クロ ロ フ ェ ノ
ー

ル の

定量

　本法 を 用 い て ， ポ リ塩 化 ビ ニ リ デ ン （PVDC ｝及 び ポ

　3。5　実試料捕集液へ の 添加回収率

　本法 を実試料 に 応用 した 場合 の 信頼性 を調 べ る た め ，

実試料 ガ ス 捕集液 に 既 知 量 の ク ロ ロ フ ェ ノ ール を添 加 し

て 回 収率 を調 べ た．そ の 結 果 を Tablc　4 に 示 す が ， 回

収率 は ポ リ塩化 ビ ニ ル 熱分解 ガ ス （試料 A 〕捕集液 で

は o一ク ロ ロ フ ェ ノ ール を 除 い て 88％ 以 上 で あ り，ご み

焼却場排 ガ ス （試料 B）捕集液で は す べ て 90％ 以 上 で

あ っ た ．し か し，o一ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル に つ い て は 混 在

ピー
ク と 重 な り，そ の 定量 は 困 難 と 考 え ら れ た．そ の 他

の ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類 に つ い て は ほ ぼ 満足 で き る 結果が

得 られ た．

「
11able　4Recovcry 　，　 of 　chlorophenDls 　from　 the

absorption 　solution 　o1
｝
samp ｝e　gas

Add 。d／ 　 Rec   v ・ry・％

　

　Fg　　Sample　A 　Sample 　B

A ）

B ＞

」
0

2

3　5

5　 1。　 1
’
5　 2b

Chlorophenol

o−Chlorophenol

P−CMorOPhcnol
m −Chlorophenol
2，6−Dichlorophenol
2

，
5−Dich止orophenol

3，4−Dich置orophcnol

3，5−Dichloropheno1
2，4，6−Trichlorophenol
2，4，5−T

’
richlorophenol

3．68
．35
．28
．14
．65
．85
．52
．｛〕

4．8

265887382899889989 9996969810399969094

Sample 　A ： emission 　 gas　 from 　 thermal 　degradation

of 　polyvinylchloride；Sample 　B ： emission 　 gas　from
municipal 　inCinerator

05 　　 10　　15　　20

　 　 tR ／

’
min

Fig，2　Typical　chromatograms 　of 　st 跚 dard　solution

　　　 and 　therma ！degradation　emission

　　　 A ）standard 　 so ］ution ； B）emissien 丘om 　ther−

　　　　mal 　 degradation　て）f　 PVDC ，　Peaks−　 】；o−

　　　 chlorophenot ；　　　2 ：P−chlorophenol ；　　　3 ： m −

　　　 ch ［QrophenDi ；　4 ： 2，6−dich且orophcnol ；　5 ： 2，5−

　 　 　 dichbrophenol ； 6 ： 3，45dichlorophenol ；　7 ： 3，5−

　 　 　 dichlorophenol 　l　 3 ： 2，4，6−trichlorophcnol ；　 9 ：

　　　　2，4，5−trichlerophenol

Tablc　5　Analytica且rcsults 　ofchlorophenols 　in　various 　gas　samples

ChlorophenQl
PVDC ”〕／P99

−
［

一

pvcb ）／p99
−
｝

500
°
（】　　　　600

°
C700 ℃

一

500℃ 600℃ 700℃

EmissionU｝，　ppb
−

　 A 　 　 　 　 B

P−Chlorophenol
2，6−Dichlorophenol
2，5−Dichlorophenol
3，4・Dichlorophenol
3，5−DichlQrophenol
2，4，6−Trichlorophenol

　 　 　 Total

23
　 8

　 96452

・

156

3721

23

63

9J2

17

22

72

25

97

3

3

1
ρ
07

320

6．4

1
　
14

且
2

6．2

a ）emission 　from　thcrmal 　degradation　of 　PVDC ；6）emission 肋 m 　thermal 　degradation　of 　PVC ； c）emission 症om

mUnicipal 　incinerator
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リ塩化 ビニ ル 〔PVC ）の 熱分解 ガス と ご み 焼 却場 排 ガ

ス 中の ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類 の 測定 を行 い ，こ の 結果 を

Table 　5 に 示 す．又，標準溶液 及 び熱分 解 ガ ス の 代表的

ク ロ マ トグ ラ ム を Fig．2 に 示 す．

．熱分解 は い ず れ も空気気流中で 行っ た が，PVDC 熱

分 解 ガ ス で は 2，6−，2，5−，3
，
5一ジ ク ロ ロ フ ェ ノール な

ど が 検出 され，そ れ ら の 合計量 は 熱分解温 度 が 高 くな る

に つ れ て 減少 した，又，PVG 熱分解ガス で は 500℃ で

p一ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 及 び 3，5一ジ ク ロ ロ フ ェ ノール が 検 出

さ れ た が
， 700℃ で は い ず れ も不検出 と な り ，

こ の 場 合

も熱分解温度 が高 くな る に つ れ て 生成量が 著 し く減少 し

た．又，PVDC と PVC を比 較 す る と モ ノ マ ー単位 中 の

塩 素数の 違 い か ら も予 想 され る よ う に 同条件 で は ク ロ ロ

フ ェ ノ
ー

ル の 生成量 は PVDC の ほ う が PVC よ り 多い

こ と が分 か っ た．

　ご み 焼 却場 排 ガ ス で は p一ク ロ ロ フ ェ ノール ，2，
6一ジ ク

ロ ロ フ ェ ノール な ど が 検 出 さ れ た が ， 都市 ゴ ミの 約

10％ は プ ラ ス チ ッ ク で ，そ の う ちの 約 15％ が PVC ，
PVDC な ど の 塩化 ビ ニ ル 系 ポ リマ

ーと さ れ て い る こ と

か ら，ゴ ミ焼却時 の ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類 の 生成 は塩化 ビ

ニ ル 系 ポ リマ
ー

の 存在 に 大 き く依存 す る もの と思 わ れ

る．

以．ヒの 結果，本法 に よ り，各種燃 焼 VPガ ス 中 の ppb

レ ベ ル の ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル 類 を 迅 速 に 定 量 す る こ とが で

き た．本法 は o一ク ロ ロ フ ェ ノ
ー

ル の 定 量 が 困 難 な どの

改良す べ き点 が あ り， 今後更 に 検討す る 必要 が あ るが，

操作 が 容易 で UV 検出器 付 き HPL （】で 測定 で き は ん 用

的方法 と思 わ れ る ．
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　Determination 　of　 ch 董orophenols 　 in　 exhaust 　 and
thermal 　degradation　 emission 　gas　by　H 肌 C
Harumitsu 　 NlsHIKAwA，　 Kunio 　 KATQ ，　 Tomokuni
HAYAKAwA ＊

and 　Tadao 　SAKAI＊＊

（
＊GifU　Pre量セctural 　Re−

search 　Institute　fbr　Environmental　Pollution
，
8，　Yabuta ，

Gifu−shi ，　Gi丘h　500；
＊ ＊

Department 　of 　Chemistry，　Asahi
University

，
旦851，　 Hozumi ，　 Hozumi −cho ，　 Motosu −gun，

Gifu　501−02）
　 Arapid 　HPLC 　 method 　fbr　 the 　detcrmination 　of 　chlo −
rophcnols 　in　cxhaust 　and 　thermal 　dcgradation　 emission

gas　was 　investigatcd，　 Chlorophcnols　in　sample 　gas　werc
collected 　 by　passing　the　gas　through 　an 　impinger　con −
taining 　IOml   f　1％ sodium 　hydroxide　solution 　at 　a　flow
rate 　of 　l　l／min ．　 After　sampling ，　tlle　absorption 　solution

was 　a（ljusted　at 　pH 　3　and 　passed　through 　a 　Scp−Pak　C
［8

cartridge ．　Chleroplコenols 　 in　the 　 cartr 量d客e　 were 　 e且uted

wkh 　2　mi 　of 　methanol 　and 　thc　cluate 　was 　evaporated 　to
dryness　 under 　reduced 　prcssure．　 The 　residue 　was 　agaill

dissolvcd　with 　a 　2　m 且of 　mcIhano 且／watcr （1 ： 1）．　 A　20　pl
portion　o 「 thc 佃 tratc　was 　ana 弖yzed　by　HPLG 　with 　UV
detcctor　（wavelcngtb ； 280　nm ）．　 Tbe 　 rccovery 　 was

almost 　 lOO ％ and 　the　determinaしion　limit　 was 　O．2〜1．O
ppb　with 　40 晝or 　sample 　gas．

　　　　　　　　　　（Rcceived　No ＞ ember 　l8，1989 ）
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